
　１、農園芸の目標
　

　２、学習内容
　

　イ）農機具や簡単な機械の操作に必要な知識と技術を習得し、安全に実習する態度を身につける。

　３、作業の様子

　農園芸に関する基礎的・基本的な知識と技能を習得し、農園芸の意義や役割を理解するととも

に、農園芸に関する職業自立に必要な能力と実践的な態度を育てる。

　ア）農園芸についての興味・関心を高め、野菜、草花等の栽培に関する基礎的・基本的な知識

と技術を習得する。

　ウ）草花の栽培、花壇の管理並びに機械、施設の利用と管理に必要な基礎的な知識と技術を習
得し、実践的な態度を身につける。

播種 鉢上げ プランター作り

灌水 パイプ組み 定植

収穫 販売 花壇の管理



学校の花だんは季節の草花でいっぱいです。校内は観葉植物で装飾しています。

入学式や卒業式では、計画的に栽培した多くの草花を使い、ディスプレイづくりや飾り付けをし

前期（夏野菜）と後期（冬野菜）に分けて野菜栽培を行っています。野菜以外にもローズマリー

などのハーブ類、四季の草花、ラン類、観葉植物、多肉植物の栽培を行っています。

コチョウラン インパチェンス アイビーヘデラ ポトス 多肉植物

キュウリ ブロッコリー キャベツ サラダナ セロリ

パッションフルーツ ペチュニア ケイトウ ベゴニア ヘレニウム


